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　新分野展開チャレンジ支援事業補助金　事例紹介

事 業 者 名 plus sumika 株式会社

所 在 地 岡山県倉敷市

今後の展望

●お客様はもちろん、一緒に仕事をする仲間も、
皆（みんな）が心地いいと感じながら空間や時間
を共有できる「住み家」のような会社にしたいと
いう思いからplus　sumika株式会社という社名に
しました。

●新型コロナウイルス感染症が発生する以前から
少子化の影響により住宅着工件数は減少傾向にあ
る中で、発生以降は度重なる外出自粛やウッド
ショックの影響を受け、売上の減少のみならず仕
入価格が高騰し、業況は悪化する一方でした。

●お客様も当社同様に新型コロナウイルスの影響
を受けており、生活スタイルの変更を余儀なくさ
れる中で、経営理念に立ち戻り、何か貢献できな
いかと試行錯誤しながら考え、無垢材を活用した
食器の製造・販売に取り組むこととしました。

●本事業は、増える中食の機会を捉えるため、当
社の強みを活かしながら木製食器の開発・提供に
チャレンジするものです。

●当社の食器は集成材を使用している一般的な木
製食器とは異なり、代表自らが市場で選別した高
品質な建築資材を用いているため、本物の木の重
厚感や使い込むほど増す風合いを楽しむことがで
きます。

●全ての商品が無垢材から切り出した１点物であ
るばかりでなく、「木材加工のプロである職人」
「女性デザイナー」といった当社スタッフの強
み・技術力を転用している点も大きな特徴です。

●オーダーメイドで多様な木材を客層・用途に応
じて使い分けるとともに、食器へ刻印サービスを
実施することでギフト需要にも応えます。

中食：惣菜店、コンビニエンスストア、スーパーなどでお
弁当や惣菜を購入したり、外食店のデリバリーなどを利用
して、家庭外で商業的に調理・加工されたものを購入して
食べる形態の食事

●端材を廃棄せずに活用することは、ＳＤＧｓの
目標の「12　つくる責任　つかう責任」「15　陸
の豊かさを守ろう」に該当すると考えます。

●くらしきの匠の技術が、食生活にも貢献できる
ことをＰＲでき、本事業が都市部に展開した場合
は、地域ブランド力の強化につながると考えま
す。

●新型コロナウイルス感染症等により職人の行動
に制約が出た場合、また天候不良などにより作業
ができない場合、今までは建築現場において作業
ができませんでしたが、本事業は天候等の影響を
受けにくいので雇用の安定化につながると考えま
す。

●お客様には食器の購入をきっかけとして当社の
ことを知ってもらい、住宅の新築・リフォームも
当社にお任せいただけるようになれば、相乗効果
でこれまで以上に心地いいと感じながら空間や時
間を共有できる「住み家」を提供することができ
ると考えます。

事 業 概 要

倉敷市を中心として設計・施工
している工務店です。主に木造
在来工法で住宅の新築・リ
フォームを行っています。

支 援 機 関 真備船穂商工会

新分野チャレンジのきっかけ 新分野の概要及び商品の特徴

無垢材を活用した食器の製造・販売にチャレンジします！


